
中途観賞障害者由余暇時間

一一一生活時間個査の結果から一一一

O 渡辺文治 古畑英雄 市川文昭

(神奈川県総合リハビリテーションセンター・七沢ライトホーム)

中途視覚障害者 生活時間 余暇

はじめに 調査の概要

現在の社会の中で心身障害者が生活していくため 11:は多 。調査日一一 1985年 7月 16日(火曜日)

くの困難・制約がある。障害者とひとくちに言っても障害 。調査方法一一電話による質問形式(点字が続めない、

の種類や程度はさまざまで、その置かれた状況も大きく異 あるいは必要としない視覚障害者が多いので点字による質

なっている。一般に障害者というと肢体不自由などを思い 問用紙という形式はとらなかった。〉

うかべる乙とが多いようだが視覚障害や聴覚障害といった 3 質問項目一一年令、性別、職業、調査日の 0時から 24

感覚障害を持つ者も多い。ここではこの中の視覚障害者に 時までに行なわれた時刻別生活行動(11単位 15分)、最近

ついて考えていきたい。 1週間の外出回数とその内容、最近 1年聞の旅行(1泊 2

視覚障害者というと普通「盲Jあるいは「盲人」という 日以上で仕事によるものは除く)回数とその内容について、

語を連想し、全盲すなわち全く見えない人の ζ とだと考え o対象者一一七沢ライトホーム退所者で神奈川県内に住

がちである a しかし、実際には何らかの視覚を有している 民票のあるものの中からアトランダムに 100名を選んだ。

者が多く、障害の内容は実 11:多様であり、その置かれた状 ③有効調査数一一 68名(平均年令 44.9歳}。その内わけは

況もそれぞれ異なっている。 勤務しているもの 14名 (20.6%)、学生 16名( 23.5労入

さて、 Eの視覚障害者の問題といえば乙れまでは主に教 自宅自営 11名(16.2第)、在宅者27名(39.7第)である。

育一一盲児や弱視児の統合教育や教材の開発・大学受験、 。調査結果のまとめ方一一生活行動は表 1にまとめた項

労働一一理療(あんま・はり・きゅ

う)以外の職域の開拓、そして感

覚代行機器の開発とそ白訓練方法

などといったことを中心に考えら

れてきたように恩われる。しかし、

視覚に障害を持つという E とは、

単 11:教育や労働といった面にのみ

困難・制約を生ずるわけではなく

日常生活全般に渡ってその影響が

及ぶ乙とになる筈である。たとえ

ば、在宅の障害者などには極めて

単調な生活を送っている場合がみ

られる。そこで視覚障害者の実態

を知ろうとして調べてみてもその

生活等に関する調査はほとんどな

い。身体障害者に関しては日本レ

クリヱーション協会が行なった実

態調査報告書「在宅身体障害者の

レクリエーションの現状」などが

あり、外出が少ないととや介助・

余暇についての問題が指摘されて

いる。

そ己で我々は七沢ライトホーム

で基本的な生活訓練(歩行・コミュ

ニケーション・日常生活・感覚等)

を受けた中途視覚障害者を対象と

し、生活時聞を調べてみることに

した。

表 l 行動]}穎

大分類 中分額 具体例

すいみん 連檀30分以上

量 事

身母まわりの用事 提顔、化桂、入植、費容院、理量、自分自ふとん敷き

仕 事 仕事(掴備、あと片づげ.......)アルバイト、内職

学 草壁量・学校由行事 校内掃事、運動岳、遺足、ホ ムルーム

課外活動 肱課世田クラプ活動

学校外由学習 予・置習、学習塾

軍 事炊 事台所仕事、童事のしたく、あと片づ砂

そ うじ ゴミすて、たき火、水まき、草とり

洗た 〈 慌た〈、アイロンかけ、しみ鍍き

縫い鞠・編み物 ミシン、毛弗あみ

実用品目跡噛 軍事として白日用品田買L噛

子ども四世話 授乳、幼児四相手.子ども(幼児・児童)のつきそい

軍庭瞳事 日曜大工、車具申手入れ、役所へ行し手紙、車計簿

空 際個人的つき合い 知人と白話し合い、待ち合わせ、訪門、酒、デート

社金的つき合い 轟理・轟萌由つきあい、会合、宗教活動、デモ、 PTA

休 聾 くつろぎ・休息 車lIiと白金話.おやつ、うたた担、 人酒、 人で喫事E

病賀・静聾 入院、自宅蜜聾、世康診断

レジャ 活動 見物・鑑賞 映画、芸術、積書、量示物、スポ ツ、催物、音量等申見物竃貰

スポ ツスポツをする

島負ごと パチンコ、マ ~.，'/、トランプ、持棋、蝿抽・髄馬

行量・散策 散歩、町をぶらつく、ハイキング、ドフイプ、遊園地

刷、ζどと・唖陣 お幕、お花、おけい己ごと、鹿いじり‘ペット回世話

働E・賓格咽魁歯 運転免許、タイプ、英会話、和議など四勉強

子ども四遭び レ シングカ 、ままごと、怪獣どっζ

事 動通 動 自宅と仕事場との行き帰り〈極越な寄り道は、独立した行動とみなす)

通 学学校へ由行き蝿り

その他 通勤・通学以外申移動で他由行動に橿先させるも申

新聞・雑誌・本斬 間日刊紙

雑誌・本 週刊誌、月刊誌、単行本

ラ ジオ

テ レピ
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目Ir分類し集計 Lた。

1つの行動が 2つ以上の役割りを持っている場合は主な

1つに限って分類した。また、視覚障害者の行動特性を考

慮し、ラジオ・テレビについては他のことをしながらの

「ながら」の時間と専ら視聴している時間とを分けて集計

した.

その他、次の 3つの分類・集計をした.

1 ，生活必需回目「すいみん J r食事 J r身のまわりの用
事」の合計

2 )労働…...r仕事 J r家事 J r通勤 j の合計
3 I余暇…・..r個人的つき合い J rくつろぎ・休息」
「レジャー活動J r新聞・雑誌・本J rラジオ Jrテレビ」
の合計

なお、 Eの調査項目・結果のまとめ方については NHK 限者の方が多いのは食事 (P>O.001)、身のまわりの用事

が行なった昭和 55年度「国民生活時間調査JIr準拠した(P>O，02) 、家事 (P>，O，O1 )となっている。テレビ?について

は[ながら J (他の乙とをしながら視聴する乙と)の場合

調査結果と考察 は晴眼者の方が多くなっている (P>OP/j)が専ら視聴する時

今回の調査結果は NHKの昭和55年度「国民生活時間調 聞となると視覚障害者の方が長くなっている(P>O，O 01 ). 

査Jの神奈川県の結果を晴眼者側のデータとして用い、比 その他の項目では有意差はみられなかった.乙の結果で注

較して考察した。調査時期の違lいや集計・分析の仕方にも 目すべき点は視覚障害者がラジオ・テレビ、休養についや

す時間が晴眼者Ir比べて長い ζ とであろう。また、視覚障
違いがあり、精確な比確ではない。

害者が炊事を行なう場合晴眼者よりも時聞がかかる傾向が
図 1は有職者聞の時間量を比較したものである.

問

図 2 時間量比較(全〕

あるにもかかわらず、家事についやす時聞が晴眼者よりも

短いという乙とは家庭内での家事分担が少ない乙とを示し

ているものと考えられる.

位十『 次 IC、日活必需、 2j労働、悦暇の 3つの分類の結果

をみてみよう。 1)生活必需、 3)余暇については両者に有意

差はみられなかった。 2)労働では仕事・家事・通勤の 3項

目とも晴眼者の平均が高く、有意差がみられた (P>O，OO1)。

図 3、 4、 5は行為者率の比較である。

1d1Z 5 
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眼

許高

図 1 時間量比較〈有職者)

有職者(視覚障害者群は勤務者と自宅自営者との合計で

25名)問では新聞(.8刊誌)の項目で有意差がみられた

(p>p，O 0 1 )。乙れは視覚障害者を対象とする、点字・拡大

文字・テープ等の日刊誌がでていないととから当然の結果

と言えよう。なお、視覚障害者の中に1名だ貯ではあるが

新聞を読んでいるものがあった乙とは注目してよいだろう。

また、意外なととにテレビの観聴時聞に関 Lて視覚障害者

の方が長かった。その他の各項目に関しては有意差がみら

れなかった。また、 1)生活必需、 2)労働、 3)余暇四 3つの

分類でもそれぞれ有意差はみられなか勺た。乙の結果から

みると有職者の場合には視覚障害者と晴眼者との簡に大き

な差は無いと言ってよいだろう。

図 2は視覚障害者全員と神奈川県民との時間量を比較 L

てみたものである。視覚障害者の方が多い項目はすいみん

(P>'l，OI )休養(P>O，O 2 )、ラジオ (P>O，OO1)で、逆 IC晴

100 
〈郷

100 

50 501 

み
の
ま
わ
り

食
事

す
い
み
ん

生活必需

図弘行為者串(1)

労 働

図4、行為者車(2) 

*視覚障害者は樺で、晴眼者は点で垂示Lてあるa
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50 

図6

11ii ??E ;i i;z 222 
図 7IC外出の際の方法について示した... 

2・人

余 曜

図 5.行為者$0)

1・ "̂ 2・AI (54.2) 

まず図 3は 1)生活必需の行為者率の比較であるが 3項目

とも両者に大きな違いはみられない。 ζ れはこれらの項目

の性質上当然であろう。

図 4は 2)労働の行為者率の比較であるが仕事・家事・通

2・
7)，隊2

勤の全ての項目で晴眼者の方が高くなっている。特 lζ 家事 s・
''''''・の中で縫物・貨物・雑事や通勤などで目立っている。 ζ れ

は視覚の障害からくる、細かな物の確認が難しいとか、移

動の自由が制限されている等の乙とが原因であろう.また、

通勤するものが少ないのは自宅で理療業(あんま・はり・

-人【・1，1>

. .・・・・

1・人(J・a・3
きゅう)を開業するものの多い乙とも一因となっている. 図 7. 最近 1週間の外出方法

図 5は 3)余暇の比較である。乙 ζ ではその項目によって

行為者率 IC差がでてくる。個人的なつき合いやくつろぎ、 単独で出かげる、誘導者がついて出かける、自家用車等

スポーツ、技能・資格の勉強では大きな差はみられないが で連れていってもらうの 3種類に分類した。己の図をみる

それ以外のレジャー活動、新聞・雑誌・本、ラジオ、テレ と過に 3回以上外出したものは単独で出ているが.過に 1・

ピではかなりの違いがみられる。特に目立つのは、視覚障 2回のものの場合には 40%以上K誘導者がついている.当

害者では勝負ごとをしているものがいないとと、新聞を続 然のことではあるが視覚障害者が頻固に外出するためには

んでいるものがほとんどいない己とである a 新聞について 単独で歩行できることが前提である乙とを乙の結果は示し

は前遺したように点字等の日刊誌が無い白で当然である。 ている.

なお、雑誌・本の中にはかなりの割合でテープ雑誌・テー 図 811:最近 1年間の 1i自 2日以上の旅行回数を示した.

プ図書が含まれている.また、ラジオを聞くも由の多いこ

とが目立ち、テレビを見ているものもわりあい多い。

その他の項目では社会的つき合いが無かった乙とが注目

される.個人的なつき合いが多かった己とに比べ考えさせ l【22.0}
られる結果である a 病気・静養も多い.学業の中で課外活

動が少ないのは対象者が学生とは言っても成人である乙と、

盲学校などで理療の資格を取るために通学している乙とな

どが原因と思われる.

図 611:最近 1週間の外出回数(通勤・通学を除く)を示

した o 1回も外出しなかったものと 1回だけのものとで全

体の 4分の 3近くを占めている。

待奈川県Ic1 a2) 
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調査前の予想 1<:反して回数はかなり多かった。旅行の内容 余り分担せず・外出も少ない。あいている時間はもっぱら

についてはライトホーム入所中に知り合った仲間同士で行 ラジオ・テレビ・くつろぎ等で過どしている、乙のような

ったもの、県立の障害者保養所へのもの、ボランティ 7 グ 生活が想像される。調査前の予想 K反して旅行回数は多か

ループが毎年主催しているパス旅行などが多かった。 ったが日常的な外出は少なく片よりがみられた。 1泊以上

最後に参考のため「時刻別集計結果表」を表 21<:示して の旅行などの機会は保障されていても日常的外出等につい

おく。 ては制約が大きいといえる。

乙の調査で浮かびあがってきた問題のひとつは在宅者の

終り K 余暇時聞の使い方であろう。

ζ の調査を開始する時点では中途視覚障害者の日常生活 現在神奈川県では、県が主催する身障者スポーツ大会と

の特徴として、生活の流れ・パタ ンがくずれているので して陸上・水泳・盲人卓球などの大会が開かれ、盲人パレ

はないか、積極的な行動をなさずに時間を送る E とが多い ーボール大会なども盛んになってきている。しかし、日常

のではないか、余暇時間の使い方の内容が違うのではない 的にできるものは仲々無い。また、音楽会などに出かける

か、外出や旅行が少ないのではないかなどの ζ とが予想さ 機会、さらには視覚障害者にもできるゲーム・パズルとい

れた。 ったものも非常 1<:少ない。乙のように視覚障害者の利用で

実際 1<:調査してみると視覚障害者の各グループどと巨大 きる施設や機会といったものは、はなはだ‘少ないといえる。

きな差があった。有臓者の場合は視覚障害者・晴眼者聞に 乙のような問題を解決するために視覚障害者に関係する施

大きな差は無かったが在宅者を含めると差が大きくなる。 設等は、余暇時聞を有効 1<:過ごすための方策を考える必要

次に例をあげるように在宅者の中にはかなり極端な生活を があるだろう。

している人がいる。食事についやす 1時聞を除けばすいみ 今回の調査の結果をもとにしてさらに視覚障害者全体の

ん 13時間余りとくつろぎが 10時間弱だけの入、すいみん 14 生活実態を明らかにし、その生活を充実させる方向を考え

時間・テレビ・ラジオが 7時閣の入、すいみん・ラジオ・ ていきたい。

くつろぎで 22時間以上白人、すいみん・ラジオ・テレビ・

点字本で 21時間の人等々。全体として、よく眠り・家事は

p
h
u
 




